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電
静岡県 iE岸地方の寡雪L二ついて
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ます，r伺4里下におけ E年閣の平均守白書互の号、布量廃るヒ【之に雲自注Eいう

のは単に降雪を観測 Lf:臼を指す担てdあ って‘そ司降号、差円亨ケを1荷台若いの司予

ある o l.， 11:がつ τ積舎の有者書にほ句読渓1Fょがな日. 単に，;，0らぱら舎が安うた'

門下・も その日をさF日駐と Lて教える刀'"ある }宮士t.l，T喜(377211l)1<.宜主b事〈

98，8自に主主寸志が治相ム t理41是pfr予:r危たの晶度は 936明. 1Éll.，混~したい】干U

36.9日に3宮Uてあ・り. -.J1i1tz山子<"IJ数 十月酢ら 5 臼他まちの ii包に亘フて旬、~

そし τ;1j舟の平憎む は丈咋1f-1i<i1li.i旦u'<o8，x下にむフてい王。，主，ト国毛主章巴

町2.88<"その;..t'~二'!r 刊のは併説8~ ~ 苦手底長夫々 3.7 巴li. 3.8 8 <"め吾. 4吾図

的年向のlf均雪日数ηふ布君¥13 1前回窃町 ?日岸地方は閉鍔度丹 f持p問活;;~$)も舎

臼教訓告ーく・更にf氏t章f主位f立する紀伊半k.¥雨量P回目的俸高よ V九州南半野容ηiC¥

地よ可む守日教訓'y< Q-って日る. す首ねら畏3幸畠.御前崎且静岡写町雪日投

CM出〉はとれら司各地よりも与季にE星日産主主，苛岬 C5，4 B) _望Pι4_26)_ 

J ‘ 島知(5-6 8 )、志E日正1.;吉71えく10.0臼】.蔑短畠 (6.9B )、 ttdt(7"-'l 8)寄

E章1日本にあーげる泡A判i!Th"の金日数よりもケい円'"d) i:>. P.: e宮崎丹空宇悟1平均

場日数日印手lあη こjltr::l;IJ館前諸島を隊刊全国にあ、ける霊長ト硝フて得

岡嘆の沿海蛇方円何処よりも少 ν日. 官学問i要η沿岸I也司11;1何故によiまのように脅

自叙柄、少日町 Fあろうか。 7の寺実につ凶で希書売しそ 帆とJR会。

雪が少いと M つごとは原l'if:']にほ れ)その世自の禁場が説的辛 I2J>tn地区

降水の紙会1J¥i}'¥ハごとに帰着す品。 L~I.>ミフて脅悶よ円畏i..'.là.の晶帥度把.ß (fi

避する〕の雪白叡が静白よりも亨凶ごと日常聞に身rj畠降水町祇@ポ変史島よヲ

ケv、之とに因品の"'あるが.とJI¥.らm関1f-e:霊的に考察して"ょう.

f!'!:水の機会を殺かすI<:d)に降点 B章~p(日降水草~0.'粍の白磁〉主主主9、

ごれに対する脅自殺 Qのtt寺 E雪白設定疋ヒ希まする。 すなわち;t{.nように稔る.

4ト-R
この雪日数比Rl主~:i皇ぽ骨量て~Ii基~D::(平静士によって獲oíl!< :tl R ものでb 去ら

一般に気温の(11).い附".IJ雪のにる ことポ手引相ら尺日気遣の{むいf'ITほとデ大ぃ値を

Eることに n:" 又際主主したム2S生。、ら希えれ1<1'降，1<， B .;主ポ 0.1:粍巳苅t:ないよ

うなs!i舎に稜わ机奇ごとの習い肯rl'I;)~B紋7J('降水臼数よ り雪くなり， L乞ゲヲ

て Roぜ 1.0 を弘士語~13'もあ り得る. 結康博士打調査ほ東京にお門 事与半期司
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各月引の尺を盃去~十.lf{司につい T 一々安め、喋!'i'，l:'ljについ、!.A少r:.i ~ヲで拘

ったが、主要右等凶飽和 17ヰ3f)r.t畏気象台刊行の「本邦央使没.J f ~. よって全国会

問グJ~宇 (12 13歪3 月 〕にお門吾尺の平年債を算也 L τせグ7分布を摘ノでて叶R。

モの諸家 1 ;j. ~tt-1長~~告 1 図の切くかある。 静岡拐の平散において降雪を見る町は
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尺{，12乃歪3月について調査Lだので'めるョ とれによl!t lゴ尺がO.W高の向 IJ~

崎 (0，03)t1庚津呂 ω08)の 2ヶ戸斤だけ干あリ、室戸(0.10 ) 伺前ょ車、枕崎

く白方共 y-0.11 )がとれらに二Zて“A¥ ¥"¥"く、更に銚子、庭児島(I罰"ntr. 0.13) 

静岡 (Q14)同時に t:.-っている。 ごkt片品岳地11各季司気候が窓ij'(~ある E 約

i二尺町値刑務 Lく，I、。叫の<'，ある。 骨日較にあ、いては鹿児島1<1静岡の 2倍.i1l<
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庭用品加'12B歪3月句会月平均気沼1;>

~C各月~)平自気温 '7.5'・ 4C・

~ 1.1'も品目('，あ， .
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で罰る。 ごれほ区内符責I}耐の性格ゲら車主役な降雪の在~~JJ を透することがあるた

のらしく、 L 1ëが 7 てラ B主主主実E官主リ IÇ く務フた'..~窪 と 考え ら 11 るのちの語。
辞!町長円 ZZ辛抱方で l喜尺け一般に O.fO~O， 15 と弓てをええない z:.~ 3 ~・ 肉
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a町ヲ、!I!ι書評野111'喧御前S在八で烹柏崎にけ民主It=!造的位置さ1'11叙智正 1m:獲小に

鳴る倉重度守， 11玉、 再F県打者急{居前 ;;fl1山E翁事事l;pf，l.て.ZAZce』fHF25K

tl t. - t - fj-. j 、 4帯 V4朝~~f 舟て主唱1 市V. L て初3守I， ;~;l;ポ守 μ 告で謂タ唾lIt苛:ε~
~電f.' 13. ，.豪年~，可 B震と L で現約/1'，るに歪らJll.¥.1) "予長~.

理12 国 ~;~$ι 於lT ~ f ~~ 理主吉声明474t 耳判fíiCSt円令市君、 -ご属工 E !1'..~ 

iJ~JIJ~ (59 8跨).;ε乙00奇山本lH'1:~が静岡AUtか邑食R設へ声1η山梨

.&.綬τ戚糠館方的北西事事に歪dt性質Vは800鱒市]!SAiえであ昭‘〈御前尚

821隈.静岡849胸、甲府80611寺.船津泌物寄.前検86sa寄〉冬審会圏中古・叡丈

の日照齢f(に恵まれる蛇1賓となつでいる. 有国をさまの号"f~liJ~包本によく察局

.1:想凶ごと国間知内申申告量Fあ円、理長田.>tt"l良 Htt夫望~gjtãD~ ~ま情照肘脊認‘L

H臨奄I，I;'%.τ~日本側r.: ~~降りで生起す~-種明 7 :r:.，現象によ喜ものと考えら
れてtt晴、企画の害時声高に対しτ飛雪組 木曽.帝応答の2炉刻中iJr..E皇室苛尋栴刀

T-d&W1I止の昔後眼下1聞にf且す曇主自le1lJtI!括責1fi冬季我国にあ灯る並霞f1vl夫号i¥.r.:莞

l~~ ニとJð理解し得~l:? 苦手3可否.

文検定、のように降水の争時会的多少に拘らす高気還の畠叫宵T~路一般にRlà，hv'

e色、そして~;Jilの低いF町IjbR iJ丈い債を l1i' ~ .. 量pあるがら.日本企図告E埋め

冬季η平鈎気本ヒ尺の度l然在も綱却で>'tle. 結果は 1'z 13歪3丹各月平均気衰

の会昔teθとすれt;;-'Rとの闘に坊のl銅像があ喜.

踊崎蜘Ct;tØ'f{~説得.~;;総体.，.:..: l:泊1吋~~，柑i・
--~è蓄亮平局員去の冶告tθ 1)(10'・tこ茄巨なし1 ような要~Itl!<"ロ萎李の隊水 1;)ffl e.常

r....t'あ ~O"~雪白叡沈も対 (0. 8' 以上と 1dフてお、 1)， .::lt¥.抑落問!"甚句J霊

k:9B華町民との関係1"用量産手砕い・ • Rの全国分布ヒ重量深積舎の累年平朗直Dとの阿保圭本骨Ir.:ついて児島と

D孟11ftf/l地尉・す弘、約ち本内1にあ、rr~ ;牢雪間帯[箱拝原の中野以jt‘査森県に

室事8*ヨ事斜置の地主主・3ピ!?M0.8へ1.0グ)!iIr瓜とが大停ー賞していること奇知

事. 奥羽地方の東半幸容で，la尺>1.0N町?J1;¥'との方面のDl1a銅色半視のDに

Jtl..て手ヲ E小~ 111. R>1 ，OI苫降水日数よりも雪B電1[0t"夢ぃZt~あるがら

奥羽処方8Jj\!半分ず 1;1事E微は霧守 fJ~夢山ごとを急at.1"るものでめ 3 会 a

以上Il-'κlH官主昔i!.ii;した程度のもの1"裏付t.:1Il童手あるか・静岡畢q 沿岸地

帯広'Ht~J4者の傘型きとを司理由とを充分に穏検せ L() 民 ρ展望か時めえて毒復

魯刷1J 1~l K:;tlf，<'あ;;1 .

a甚暗に書tfr.:町刀J"u1.た宣言円誠意1("苦愉L翠す e
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